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資
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っ

 

☆５月２０

 

オ・・

ア・・

シ・・

ス・・

 
本校で

朝、校

拶をして

大きな

拶をして

挨拶の

合わせな

何かをし

さびしく

「あり

人と人

じますが

入室して

だけれど

毎日の

に付けて

   

「おは

「いた

「いっ

「あり

「おや

あいさ

   

○新大阪から

弁当を食べま

ました。みん

きました。原

ったです。 原

になっている

よな気がしま

て拍手をして

い買えました

６年生のみん

○広島に行っ

るうれしさ。

いるのがふし

にし人の命を

資料館では、

て目をつむっ

とを忘れてい

っともっと調

もいろいろ学

五

 

 

『オ

・おはよ

・ありが

・しつれい

・すみませ

は、『オア

門で出会

くれます。

声で言って

くれる子

表現の仕方

がら挨拶

てもらった

感じます。

がとう」の

との交わ

、職員室

くる子の声

身につけて

積み重ね

いけるよ

    
あい

よう」とい

だきます」

てきます」

がとう」

すみなさい

つってうれ

   （大

ら新幹線に乗

ました。お母

んなとＵＮＯ

原爆ドームま

原爆ドームを

るなあ。）と

ました。ぼく

てくれたので

た。めっちゃ良

んなと一生の

っていっぱい

いっぱい教

しぎなくらい

を約２７万も

秋山さんと

ってしまいま

いたので、資

調べて学びた

学びたいです

五條小
2012 年

第

オ ア シ

うございま

とうござい

いします 
せん 

アシス運動

う子どもた

。 
てくれる子

・・・・

方は違うけ

をしてくれ

たとき、「

。 
の声が聞こ

りの中で

に入る時、

声を聞くと

ていくこと

だと思いま

うにご家庭

いさつ 
いうと目が

」というと

」というと

というとき

い」という

れしいな 
大人の表現

ってほっとし

母さんの愛情が

やトランプを

で路面電車に

を見るとすご

思いました。

たちの集会後

うれしくおも

良いホテルに

思い出となり

教えられまし

教えられました

でした。たっ

奪いました。

の約束通り１

した。でもき

料館から急い

かったです。

。そして、次

條小学校
６月７日

第２号 

シ ス 運

ます 
います 

動』に取り

たちは「お

子・恥ずか

・ 
けれども、

れる子が増

「ありがと

こえると心

「オアシス

、「おじゃ

と新鮮に感

とは簡単で

ます。「オ

庭でもご協

がさめる 
とおなかが

とげんきに

きもちがい

うといいゆ

現術―ある

しました。お

がこもってい

を楽しんでい

に乗りました

く迫力があり

原爆の像か

後、側にいた

もいました。

に泊まれて、夕

りました。 

した。戦争の

た。最初に見

った一発の小

「なんでそ

１０秒間見て

きっちり見て

いで出ました

でも、その

次につなげて

学校通信
日 

運 動』

組んでいま

おはようご

かしそうに

少しずつ

増えてきて

う」の声が

心が和みま

ス」は当た

ゃまします

感じます。

ではありま

オアシス」

協力をお願

がすく 
になる 
いい 
ゆめみられ

る小学生の

お母さんが朝早

いておいしかっ

いるうちに、あ

た。初めてだっ

り心に焼きつ

からは、平和へ

たおじさんが

宮島では、

夕ご飯も滅茶

の恐ろしさ、平

見た原爆ドーム

小さな原子爆弾

んなん落とす

ていたけれど、

ていきました。

た。１時間４

の１時間４５分

ていきたいです

通信 

ます。 
ございます

にしながら

つ声に出し

ています。

が聞こえな

ます。 
たり前のよ

す」と大き

当たり前

ません。

が自然な

願いします

れる 

の詩よりー

早くから作っ

ったです。お

あっという間

ったのですご

つきました。

への思いが伝

「すばらしい

１時間でお土

茶滅茶おいし

平和の尊さ、

ムは、ぼろぼ

弾で広い範囲

すんだ。」と

、だんだん悲

。フィールド

５分しかなか

分をむだにせ

す。

 

す」と挨

ら目で挨

し、目を

でも、

ないと、

ように感

な声で

前のこと

な形で身

す。 

ー） 

ってくれたお

おやつも食べ

間に広島に着

ごくうれしか

（すごいこと

伝わってきた

い。」と言っ

土産をいっぱ

かったです。

今生きてい

ぼろで建って

囲を無茶苦茶

思いました。

悲惨でむごく

ドワークのこ

かったのでも

せずこれから

○

の

で

く

す

ま

っ

資

て

ま

私

こ

○

と

の

た

し

い

い

 

  か

の理

育て

で心

めて

  

昨

多く

える

の不

いる

そ

①

②

③

④

⑤

す

大切に

 修学

○修学旅行の

のバスの中で

でいるとあっ

くて格好良か

すごく緊張し

ませんでした

ってくれまし

資料館で、サ

ていました。

ました。生き

私もこれから

ことを誓いま

○宮島では鹿

としませんで

のであわてる

た。館内はき

した。厳島神

いので「まぁ

いしおいしか

 

～一人ひ

 

かけはし１

理念を継承

てる｣｢体・

心身共にた

ています。

昨年度は、

く取り入れ

る学級づく

不足からく

る子の姿が

そこで、今

オアシス運

道徳教育

基礎学力

特別活動

家庭・地域

以上のこ

ます。 

すこやか

体や命を

にしようと

学旅行

広

さ

れ

願

心豊か

ひとりが輝

１号でお知

承し、「知

・・心身と

たくましい

 

子どもた

れた授業を

くりに取り

くる人を思

が見られる

今年は 

運動の推進

の推進と道

の向上・家

・縦割り活

域との連携

とを目指

の一日目、出発

では、近くに座

っという間に新

かったです。広

しました。言い

た。でも、一緒

した。私はすご

サダ子さんが亡

すっごく小

ることをあき

ら改めて一つ一

ます。 

鹿がいっぱいい

でした。次にお

ることなく買

きれいで、食事

神社の大鳥居は

ぁいいかなぁ～

かったです。広

かパワー 
を 
する力 

行 

島への修学

について学

ずに、これか

っています

かに、こ

輝く、子ど

知らせしま

・・確かな

ともに健康

い児童の育

ちが自主的

を通して、お

組みまし

思いやる心

るなど、ま

進・深化・

道徳の時間

家庭学習の

活動等子ど

携  

して、日々

発式の時から

座っている友

新大阪に着き

広島へ到着し

い始めると頭

緒に誓いの言

ごく感謝しま

亡くなる直前

さくて一つ一

きらめず、希

一つの行動を

いました。人

お買い物に行

えました。旅

事はおいしく

は屋根の修理

～」と思えま

広島も宮島も

学旅行は、楽

学んできたこ

からも心や体

す。 

とば豊か

どもの育成

したが、五

な学力をつ

康な生活｣の

育成を目指

的に活動す

お互いの関

した。けれ

心や規範意

だまだ取組

・充実 

間の充実

の充実 

どもの自主

々指導を進

らワクワクし

友達とトラン

きました。新

し、原爆の子の

頭の中が真っ

言葉を言う友

ました。 

前まで折り続

一つがものす

希望を持ち続け

を見直し、一

人に慣れてい

行きました。

旅館に着くと

くて、お風呂

理でちゃんと

ました。モモ

もとても素敵で

楽しさだけで

ことがよくわ

体を大切に

かに 

成をめざ

五條小学校

つける」｢徳

の調和のと

して、今年

する場面や

関わり合い

ども、社会

意識など心

組は十分と

主的な活動

進めていき

ていました。

プをしました

幹線の「のぞ

の像の前で誓

白になって、

達が、横から

けた折りヅル

ごくきれいで

けたから折れ

分一秒を精い

るせいか、近

買うものをあ

、すごく立派

は広くて、い

見れませんで

ちゃんで食べ

で勉強になり

でなく、真剣

わかりました

成長してい

して～ 

校では｢生き

徳・・豊か

とれた人間

年も日々取

やグループ

いを深め、

会体験・生

心の活力が

とは言えま

動の推進 

きたいと考

紹
介
し
ま
す

新大阪に行

た。ワイワイ

ぞみ号」はと

誓いの言葉を言

次の言葉が

ら私に小さな

ルの一部が展

できっちり折

れたのだと思い

いっぱい生き

近づいても逃

ある程度決め

派でビックリ

いいところば

でしたが、逆

べた広島焼き

りました。 

剣に平和や命

た。学んだこ

いってくれる

行くまで

楽しん

ても速

言う時、

が出てき

な声で言

展示され

折れてい

います。

ていく

逃げよう

めていた

しまし

ばかりで

逆に珍し

は大き

きる力｣

かな心を

間性豊か

取組を進

プ学習を

高め合

生活体験

が弱って

ません。

考えてい

六
年
生
の 

「
す
こ
や
か
パ
ワ
ー
」
を 

紹
介
し
ま
す

命の大切

ことを忘

ることを


